
無形成果
（発表・そ

の他）

○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 航空英語〔ＴＯＥＩＣ〕セミナーＩ （TOEIC Seminar Ⅰ） 到達目標の観点 到達目標

2023年度 授業シラバスの詳細内容

10点 10点
単位数 2 　配当学年 / 開講期 2 年 / 前期

ナンバリングコード N21101
　大分類 / 難易度
　科目分野

航空宇宙工学科 専門科目 / 標準レベル
英語

【関心・意欲・態度】
積極的に授業に参加し、教室の外でも課題に取り組む等、良
い勉強習慣を身に付けている。

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【知識・理解】

TOEICで300点位を取るために、必要な英単語、文法の知識
に加えて、リーディングやリスニングスキルを身に付けてい
る。

30点選択

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。
【技能・表現・ 
　コミュニケーション】

英語でコミュニケーションを図るために、必要な表現力やコ
ミュニケーション能力の習得を目指す。 30点

10点

チャレンジＢ（TOEIC)、航空英語（TOEIC)セミナーII

授業コード N110103 　クラス名 一般

担当教員名 ジョン　コリンズ、吉川　知子

（３）アクティブ・ラーニング 「グループワーク」

履修上の注意、
履修条件

航空英語（TOEIC)セミナーIはイングリッシュコミュニケーション副専攻の履修科目です。TOEICに初
めてチャレンジする学生やTOEIC(L&R)で300点位のスコアを目指す学生が受講することが望まし
い。前期中に学内でTOEIC（IP)を実施します。積極的に受験することをすすめます。また、最終的に
500点以上のスコアを目指す学生には、航空英語（TOEIC)セミナーIに加えて、航空英語（TOEIC)セ
ミナーIIやチャレンジＢ（TOEIC)の履修をすすめます。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
【テスト】は中間テストと期末テスト（60点満点）からなります。中間テスト等の結果は、次回以降の授業中に返却しフィード
バックを行う。【提出物】（30点満点）と【無形成果】（10点満点）は毎週提出する宿題や小テスト等からなります。
課題のフィードバックは、次回以降の授業中に行います。教科書

【思考・判断・創造】
辞書、参考書などを使って、自ら問題を理解し、問題の解決
法を探る。 10点

TOEIC® Test: Workout → 300【南雲堂】和田　ゆり 著

参考文献及び指定図書 該当しない

関連科目

地域志向科目 該当しない

実務経験のある教員に
よる授業科目

該当しない

○その他

授業の目的

グローバル化や日系企業の海外進出が進むなか、500点以上のTOEICスコアを求める企業は増え
ています。本講義では、300点以上を目指すために必要な英単語や文法に加えて、リスニングや
リーディングスキルについて勉強します。
大学のディプロマポリシーの「産業界の要請に応える各分野の専門知識と実践的応用力」と「チー
ムで活躍するためのコミュニケーション能力を身に付けている」の部分に関連しています。

注意：オンライン英単語学習アプリ「Word Engine」のアクセスカードを購入する必要があります。
アクセスカードをNBUの「セールスセンター」１２号館２階（チャンブ売店のとなり）で販売されている。尚、教科書はブックセン
ター（１号館１階）で販売されている。

コリンズクラスは【一般】クラスです。クラス分けテストの結果によって履修者の所属クラスが決まります。【一般】クラスでは、
成績は「S」まで付与されます。

【一般】と【基礎】クラスの違い：
航空英語（TOEIC）セミナーＩ では、学生のレベル（クラス分けテスト）に応じて授業内容を変えて運用することがある。中間テ
ストと期末テストはどちらのクラスも共通課題からなりますが、【基礎】クラスのテスト評価範囲は【一般】より若干狭くなりま
す。従って、【基礎】クラスでは成績は「A」まで付与されます。

授業で身に付けた英語を実践する場として、「イングリッシュコミュニケーションアワー」を積極的に活用することを勧めます。
詳しくは、掲示板をご確認ください。
また、図書館の4階にあります「学術雑誌観覧室」の隣に英語の辞書やTOEIC等の参考書に加えて、勉強用のDVDやCDを
揃えています。

---------------------------------------------
航空英語（TOEIC)セミナーIはイングリッシュコミュニケーション副専攻の履修科目です。
イングリッシュコミュニケーション副専攻について:
副専攻の登録は２年生進級時です（説明会を別途実施します）
3年生の夏季休暇中にイギリスのバートン大学へ留学（短期集中語学研修）します。
詳細は、学生便覧をご確認ください。

授業の概要

TOEIC（L&R)のPart１－Part７の内容や頻出する単語と文法等を勉強します。その後、1人またはグ
ループワークを通して練習問題を解いていきます。授業の予習として、図書館にある英語辞典や
TOEIC参考書などを使って、事前に知らない単語を調べて、意味を確認することをすすめます。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「複数クラス方式」



科 目 名 授業コード N110103 科 目 名 授業コード N110103
担当教員 担当教員

１. 9.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

２. 10.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

3. 11.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

4. 12.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

5. 13.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

6. 14.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

7. 15.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

８. 16.

約2時間
約2時間

2023年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

クラス分けテスト Unit 7: 電話をかけた人と用件を聞き取る、商品の広告文を使って

○授業計画
航空英語〔ＴＯＥＩＣ〕セミナーＩ （TOEIC Seminar Ⅰ）

○授業計画
航空英語〔ＴＯＥＩＣ〕セミナーＩ （TOEIC Seminar Ⅰ）

ジョン　コリンズ、吉川　知子 ジョン　コリンズ、吉川　知子

復習 復習 授業中に終わらなかったUnit7の問題。復習問題Workout 7 (Part 3、 Part 6). Word Engine 8 (350 hits)

Unit 1: 動作を表す～ing形に慣れる、主語と時制の基本 Unit 8: 相手に求める行動を聞き取る、目的、依頼内容、同義語

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、１人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

予習 教科書を買うことと、Unit １ の単語を事前に調べて、意味を確認する。 予習 Unit 8 の単語を事前に調べて、意味を確認する。

復習 授業中に終わらなかったUnit１の問題。復習問題Workout 1 (Part 1、 Part 5). Word Engine 1 (350 hits) 復習 授業中に終わらなかったUnit8の問題。復習問題Workout 8 (Part 4、 Part 7). Word Engine 9 (350 hits)

Unit 2: 主語と時制を手がかりにする、原形になる場合、未来の表現 Unit 9: 映っているものの細部を聞き取る、名詞を正しく言い換える

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、1人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、１人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

予習 Unit 2 の単語を事前に調べて、意味を確認する。 予習 Unit 9 の単語を事前に調べて、意味を確認する。

復習 授業中に終わらなかったUnit２の問題。復習問題Workout 2 (Part 2、 Part 5). Word Engine 2 (350 hits) 復習 授業中に終わらなかったUnit9の問題。復習問題Workout 9 (Part 1、 Part 5). Word Engine 10 (350 hits)

Unit 3: 会話の場所と話している人、ビジネスレターを使って Unit 10: 了承するか断るかを聞き分ける、形で見分けを正しく使う

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、１人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、１人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

予習 Unit 3 の単語を事前に調べて、意味を確認する。 予習 Unit 10 の単語を事前に調べて、意味を確認する。

復習 授業中に終わらなかったUnit３の問題。復習問題Workout 3 (Part3、 Part 6). Word Engine 3 (350 hits) 復習 授業中に終わらなかったUnit 10の問題。復習問題Workout 10 (Part 2、 Part 5). Word Engine 11 (350 hits)

Unit 4: 放送の場所と目的を聞き取る、対象者、目的、具体的内容 Unit 11: 抱えている問題は何かをつかむ、説明書や保証書を使って

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、１人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、１人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

予習 Unit 4 の単語を事前に調べて、意味を確認する。 予習 Unit 11 の単語を事前に調べて、意味を確認する。

復習 授業中に終わらなかったUnit４の問題。復習問題Workout 4 (Part3、 Part 6). Word Engine 4 (350 hits) 復習 授業中に終わらなかったUnit 11の問題。復習問題Workout 11 (Part 3、 Part 6). Word Engine 13 (350 hits)

Unit 5: 位置関係を前置詞で表す、前置詞の意味と使い分け Unit 12: 具体的な情報を聞き取る、ダブルパッセージの読み方

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、１人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、１人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

予習 Unit 5 の単語を事前に調べて、意味を確認する。 予習 Unit 12 の単語を事前に調べて、意味を確認する。

復習 授業中に終わらなかったUnit5の問題。復習問題Workout 5 (Part1、 Part 5). Word Engine 5 (350 hits) 復習 授業中に終わらなかったUnit 11の問題。復習問題Workout 12 (Part 4、 Part 7). Word Engine 13 (350 hits)

Unit 6: 意味のつながりで選ぶ、前後を正しくつなげる Review and Reinforcement

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、１人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、1人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

予習 Unit 6 の単語を事前に調べて、意味を確認する。 予習 L1～L12の内容を振り替えて、期末試験に備えて授業の内容を再確認すること。

復習 授業中に終わらなかったUnit6の問題。復習問題Workout 6 (Part 2、 Part 5). Word Engine 6 (350 hits) 復習 L1～L12の内容を振り替えて、期末試験に備えて授業の内容を再確認すること。

中間テスト 期末テスト

Unitのテーマに沿って、Part１－Part７の内容や頻出する単語と文法等の基本等を勉強します。その後、１人でまたグループ
ワークを通して練習問題を解いていきます。

期末テストにむけて、復習問題や練習問題を解いて復習する。

予習 L1～L6の内容を振り替えて、期末試験に備えて授業の内容を再確認すること。 予習 L1～L12の内容を振り替えて、期末試験に備えて授業の内容を再確認すること。

復習 Word Engine 7 (350 hits) 復習

中間テスト 期末テスト

予習 Unit 7 の単語を事前に調べて、意味を確認する。 予習


